
防疫連絡会議次第 

 

             日時 令和６年 10 月２日（水）13 時 30 分～14 時 30 分 

                場所 広島県庁自治会館 303 会議室・WEB 併用形式（Zoom） 

 

１ 開会 

 

 

 

 

 

２ 内容 

（１）令和５年度の振り返り分析 

 

 

 

（２）令和６年度の本県の取組状況 

 

 

 

（３）基本的な取組方針（国の提言等の確認） 

 

 

 

（４）今後の発生予防対策の取組 

 

 

 

３ その他 

 

 

 

 

４ 閉会 

   



防疫連絡会議

広島県農林⽔産局畜産課
令和６年１０⽉２⽇

資料１

2/Hiroshima Prefectural Government

会議の目的

○ 家畜衛生に関する疾病情報及び対策等の共有

【鳥インフルエンザ】
○ 令和５年度の発生状況及び今シーズンの発生予防対策の
再徹底を共有

○ 発生時の迅速なまん延防止対策の確認

継続的取組とし、今年度以降発生に関わらず、毎年度開催



3

口蹄疫

4広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

アジアにおける口蹄疫発生状況

引用元 農林⽔産省HP



5

豚熱

6広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

国内における豚熱発生状況

引用元 農林⽔産省HP



7広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

広島県 野生いのしし豚熱陽性確認状況

陽性個体
（円︓半径10km）

（令和６年９⽉27⽇現在）

【国⼟地理院の地図をもとに広島県が作成】

8

アフリカ豚熱



9広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

世界におけるアフリカ豚熱発生状況

引用元 農林⽔産省HP

10広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

韓国におけるアフリカ豚熱発生状況

引用元 農林⽔産省HP



11

高病原性鳥インフルエンザ（HPAI）

12/Hiroshima Prefectural Government

国内におけるHPAI発生状況（H15〜）
病原性ウイルス亜型殺処分処理⽻数（約万⽻）発⽣事例数発⽣都道府県数年度

高H5N141４３H15

低H5N257841２H17

高H5N117４３H18

低H7N61607１H20

高H5N843７５H26

高H5N616612９H28

高H5N65.1１１H29

高H5N89875218R2

高H5N1/H5N81892512R3

高H5N11,7718426R4

高H5N1/H5N61041110R5

毎年度発⽣
件数増えている



13/Hiroshima Prefectural Government

広島県HPAI発生状況
発⽣件数

（都道府県数）
最終発⽣
都道府県

初発
都道府県殺処分⽻数防疫措置

完了日
殺処分
終了日発⽣日発⽣市町発⽣年度

52(18)栃木県
（R3.3.13）

香川県
（R2.11.５）134,962R2.12.17R2.12.9R2.12.7三原市令和２年度

25(12)北海道
（R4.5.14）

秋田県
（R3.11.10）30,569R3.12.12R3.12.8R3.12.7福山市令和３年度

84(26)北海道
（R5.4.7）

岡山県
（R4.10.28）

113,503R4.12.25R4.12.19R4.12.16世羅町令和４年度
1例目

186,938R5.1.7R4.12.25R4.12.19世羅町令和４年度
2例目

126,619R5.1.16R5.1.4R4.12.27世羅町令和４年度
3例目

290,415R5.1.17R5.1.8R4.12.30世羅町令和4年度
4例目

835,032R5.3.20R5.1.20R5.1.9三次市令和４年度
5例目

127,469R5.1.31R5.1.23R5.1.21世羅町令和4年度
6例目

11（10）千葉県
（R6.4.29）

佐賀県
（R5.11.15）80,611R6.3.19R6.3.16R6.3.12北広島町令和5年度

14広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

令和５年度本県におけるHPAI発生及び防疫措置状況

内 容項 目

令和６年３⽉12⽇発生確認⽇

北広島町市町

採卵鶏飼養形態

高床式開放発生鶏舎構造

約82,000飼養羽数（羽）

令和６年３⽉19⽇防疫措置完了

令和６年３⽉30⽇搬出制限区域解除

令和６年４⽉10⽇移動制限区域解除



15広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

発生農場の概要

〇異常鶏通報時状況
鶏舎中央部複数ケージで12羽

が集中して死亡

〇農場周囲
北側・東側は森林に隣接、南側

に小川（休耕田に⽔たまり）あり
近隣にカラス等野⿃が多く⽣息

〇疑似患畜確定後、疫学調査におけるHPAIウイルス分離検査結果
分離陽性 発生鶏舎生存鶏及び死亡鶏

農場内ハシブトガラス及びネズミ死体 カラス陽性初

16広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

令和５年度HPAI発生の課題

取り組むべき対策

①野生動物等（カラス）侵入防止対策

②⽼朽化した鶏舎の修繕

③農場全体の消毒の徹底

農場へのウイルス侵⼊防⽌対策が不⼗分



17広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

令和６年度のHPAI発生予防重点対策

１ ため池対策

実施可能な⽔鳥の飛来の抑制・低減対策の検討

２ 開放鶏舎での対策

野生動物侵入防止対策の再点検

３ 消毒計画の作成、履⾏確認指導

農場全体の定期的消毒

実施状況や実施⽔準の確認

18広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

※R6 県内100羽以上養鶏飼養農場100⼾

令和６年度のHPAI発生予防重点対策（県の状況）

実施状況重点対策事項
実施済︓23⼾

テグス・カイトの設置、花⽕、埋め⽴て、⽔抜き
検討中︓19⼾

ため池の所在地及び所有者確認
対策困難︓19⼾

所有者不明または個⼈所有
池が大きく作業が困難

対策不要︓29⼾
ため池なし、野鳥未確認

確認中︓10⼾

ため池対策状況

作成済︓83⼾ 作成中︓17⼾消毒計画作成状況



19広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

農場に求められる発生予防対策①

１ カラス等からのウイルス侵入防止対策
○直接の忌避対策
レーザー、音、デコイ、ため池⽔抜き、テグス設置等

○餌場となる箇所の除去
開放鶏舎及び堆肥舎のネット張り、飼料置き場への侵入防止
農場内の清掃と整理徹底等

○カラスや⽔鳥が生息することを前提とした衛生管理
敷地の定期的消毒、リスク意識の醸成、死亡野鳥発⾒時の対応

２ 飼養衛生管理基準の遵守徹底
従業員全員の衛生意識の維持・向上
繰り返し研修、衛生管理の相互チェック

３ 畜舎入気口の点検（ウインドウレス鶏舎）
４ 消毒計画の作成及び確実な履⾏（場所、頻度の管理）

20広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

農場に求められる発生予防対策②

〇飼養衛生管理の基本⾏動に関する動画 ７か国語
⽇本語
英語
中国語
ベトナム語
インドネシア語
タガログ語
ミャンマー語

広島県HPに掲載しています
農場で働く⽅全員の研修に活用してください︕



21広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

今後の発生予防対策の取組︓県の対応

○野生動物の農場への侵入防止対策の強化
開放鶏舎を中心に、野鳥が侵入する可能性がある箇所の再点検と修繕の実施
野鳥の具体的な侵入防止対策の強化の指導

○飼養衛生管理基準の遵守徹底研修会の開催
目的 農場従業員の衛生意識⽔準の向上
令和５年度に作成した動画等の教材（７か国語）を用い10⽉に4回開催

○消毒計画の作成及び実施確認
9⽉末までに農場毎の消毒計画の作成、毎⽉、履⾏確認を実施し、指導継続

○消石灰の配布
鳥インフルエンザ発生予防対策の注意喚起のため、100羽以上飼養している養鶏場

100⼾に対し、11⽉上旬を目途に消石灰を配布

22広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

発生時の対応（タイムスケジュール）

○令和６年８⽉28⽇
発生を想定した県職員の防疫演習実施

○令和５年度のHPAI発生
⺠間委託による殺処分を実施

○防疫対策の概要※最も早いパターン

県体制 当日（１日目）

【注意体制】 12:30 異常家きんの通報・届出（電話聴取）

14:30 立入検査・聴取・疫学調査・簡易検査実施

【警戒体制】 16:30 簡易検査⇒陽性

発生農場

17:30 遺伝子検査（PCR）実施 評価

19:00 発生農場準備開始

２日目

【非常体制】 1:30 陽性：疑似患畜

消毒P運営開始

移動制限区域：半径3km以内

搬出制限区域：半径10km以内

8:30 発生農場

殺処分，汚染物品回収 その他農場

⇓ 　電話聞取

埋却・焼却処分（防疫措置終了） 　鶏卵出荷監視検査

　・発生状況検査（直ちに）

　・清浄性確認検査（10日後）

監視（防疫措置終了から21日間） 　陰性
⇓ 　　⇓

移動制限解除 　搬出制限解除



23/Hiroshima Prefectural Government

発生時の対応（広島県HPAI発生状況 動員⼈員状況）

⺠間委託
（殺処分）

関係団体職員
（JAグループ）自衛隊国・市町・他

県職員県職員延べ総数発⽣年度

－536001032,3463,102令和２年度
（１）

ー－ー501,3241,374令和３年度
（１）

ー3083,65396015,87320,794令和４年度
（６）

1,289ーー６1,4472,742令和５年度
（１）

（単位 ⼈）

24広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

発生時の対応（制限区域内の養鶏農場対応）

【例外協議を⾏う際、事前確認する事項】

○家きん卵出荷のための検査

対象︓移動制限区域内の採卵鶏農場

検査︓病性判明後原則24時間以内に、遺伝子検査、抗体検査を実施（陰性確認）

○移動する対象物の出荷元/出荷先の確認

○出荷元/出荷先間の移動ルートの設定（他の農場付近の通⾏を避ける等）

○出荷元農場の飼養衛生管理基準遵守状況（守られていることを確認）

鳥インフルエンザが発生した際、ウイルスのまん延を抑えるため、制限区域（3㎞・10㎞）
を設定し、区域内の移動を制限します。

それとあわせて、経済活動の早期回復の観点から、制限の対象であっても移動を可能と
する例外的な措置があり、「例外協議」といいます。この協議は、県が国と⾏います。



25広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

発生時の対応（移動・搬出制限区域の制限対象の一覧）

26広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

発生時の対応（補填の対象）

【対象とならない場合】

○制限等がかかっていない期間（搬出制限区域内の移動や制限の対象外の協議（例
外協議）の回答以降を含む。）の売上げの減少や費用の増加

○例外協議を⾏った家きんの死体

○県独自の移動自粛要請に基づく、売上げの減少や費用の増加

※対象の判断については、発生の都度、農林⽔産省に確認を⾏います

制限区域を設定したことにより、売上の減少や費用の増加が発生した場合は、
家畜伝染病予防法第60条第２項の「費用の負担」の対象となる場合があります。

【家畜伝染病予防法第60条第２項（抜粋）】
国は、都道府県が、特定家畜等（第三十二条の規定による移動又は移出の禁止又は制限がされることにより畜産経営に重

大な影響が及ぶ家畜、その死体又は物品として政令で定めるものをいう。以下この項において同じ。）の所有者に対して当該禁
止又は制限に起因する特定家畜等に係る売上げの減少額又は飼料費その他の保管、輸送若しくは処分に要する費用の増加
額のうち政令で定めるものに相当する額を交付する場合には、当該交付した額の二分の一を負担する。



27広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

発生時の対応（農場の防疫作業従事）

【家畜伝染病予防法第16条（と殺の義務）（抜粋）】
次に掲げる家畜の所有者は、家畜防疫員の指示に従い、直ちに当該家畜を殺さなければならない。ただし、農

林⽔産省令で定める場合には、この限りでない。
一 牛疫、牛肺疫、口蹄てい疫、豚熱、アフリカ豚熱、高病原性鳥インフルエンザ又は低病原性鳥インフルエン

ザの患畜
二 牛疫、口蹄てい疫、豚熱、アフリカ豚熱、高病原性鳥インフルエンザ又は低病原性鳥インフルエンザの疑似

患畜
２前項の家畜の所有者は、同項ただし書の場合を除き、同項の指示があるまでは、当該家畜を殺してはならない。
３家畜防疫員は、第一項ただし書の場合を除き、家畜伝染病のまん延を防止するため緊急の必要があるときは、
同項の家畜について、同項の指示に代えて、自らこれを殺すことができる。

家きんの所有者は、高病原性鳥インフルエンザが発生した場合、本病のまん延を
防止、つまり、当該家きんのと殺、死体の焼却、汚染物品の焼却、畜舎の消毒等
の防疫措置を実施する第一義的責任を有しています。

農場及び農場従業員の⽅は、防疫措置が円滑に実施できるよう、防疫作業へ
の従事をお願いします。
※改正予定の指針には、飼養者の責務が明記される予定（令和６年10月末改正予定）

28広島県庁/Hiroshima Prefectural Government

家畜飼養者の皆さんが徹底すること（全体）

１ 農場の中に入れない（消毒の徹底）
２ 農場に集まってくる環境を作らない（餌場や隠れられる場所をなくす）
３ 農場全体で、この認識を共有し、みんなで取り組む

重大な動物感染症の原因となるものは、必ず「外部から」侵入してくる

周囲には、野鳥や野生動物といった「重大な動物感染症」の原因と
なるものが常に存在するという認識を持ったうえで
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関係者一丸となって、広島県の
畜産を守りましょう︕︕

引用元 ⽇本農業新聞


